
●点検業務における各団体の役割

府（土木）
※PF事務局市町村地域維持

管理連携
プラットフォーム

調査会社
（コンサルタント）

・点検業務の内容、数量、仕様等をコーディネイト
・点検結果診断、補修方法等の助言や情報共有
・大学等への技術相談や各種実務研修を実施

二者協定
発注者支援業務費（点
検費用・事務費）

・設計図書作成、業者指導、品質管理、点検成果説明
・点検業務の委託発注、成果とりまとめ
・OJTによる点検業務に関する技術研修の実施
・データの蓄積

府土木事務所の役割

・市町村の発注にあたっての事前調整
（点検業務の内容、数量、仕様等）

・点検完了後の不具合箇所の情報、分析結果や対応等についてのプラット
フォームでの情報共有

複数市町村をまとめて、
競争入札による発注

大学

都市整備推進センター

市町村の役割

施設管理者として将来的に自立することを目的として
・都市整備推進センターへの委託による橋梁の確実な点検の実施
・維持管理、人材育成
・プラットフォームでの情報提供と他市町村事例の共有

三者(基本）
協定

地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

・締結済み １５市町村

豊能地域 ：豊能町、能勢町
三島地域 ：茨木市、吹田市
南河内地域：藤井寺市、河内長野市

大阪狭山市、太子町、
千早赤坂村

泉北地域 ：高石市、泉大津市、忠岡町、
和泉市

泉南地域 ：泉南市、貝塚市

※その他、現在締結調整中の市町村複数あり

●三者（基本）協定締結状況（H28.2.１現在）

12



市町村名 協定締結日 点橋数（最終） 使用要領
(参考）

全橋梁数

１ 茨木市 H27.6.12 9橋 府 463橋

２ 藤井寺市 H27.6.12 20橋 国 122橋

３ 泉南市 H27.6.12 21橋 府 83橋

４ 豊能町 H27.6.10 12橋 府 72橋

計 62橋

４市町：計 ６２橋

大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議

●H27年度 橋梁点検一括発注実施実績

地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

資料５
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H27.8.27 茨木市 高田町豊川４丁目線 幣久良橋

大阪府道路メンテナンス会議
大阪府における定期点検一括発注について 大阪府道路メンテナンス会議

●点検実施＆現地研修状況

H27.8.21 泉南市 別所畦の谷山間線 池の谷橋

H27.11.6 藤井寺市 藤が丘２線 藤が丘橋H27.11.20 豊能町 町道宮ノ下線 城山橋

資料５
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H27事業の工程

大阪府道路メンテナンス会議

点検結果整理
・損傷評価
・健全性の診断
・点検の記録保存

最終
とりまとめ

大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

資料５

15



大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

〔損傷を記録した野帳（記録用紙）〕

１．点検結果の整理

資料５

16



大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

〔近接目視のもと、損傷を記録した写真〕

１．点検結果の整理

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理

適用する点検要領により損傷の把握単位が異なるため、整理方法も異なる。

大阪府橋梁定期点検要領 〔大阪府〕 道路橋定期点検要領 〔国交省道路局/自治体向け〕

上部構造 ： 主桁、横桁、床板

支承部

下部構造

その他

径間毎の部材単位
部材単位

上部工 ： 主部材、２次部材、床板

支承部 ： 本体、モルタル、アンカーボルト、落橋防止装置

下部工 ： 躯体、基礎

路上 ： 高欄、防護柵、遮音施設、照明施設、標識

路面 ： 地覆、中央分離帯、縁石、舗装、伸縮装置

その他 ：排水施設、点検施設、添架物

主桁(多径間、複数本あっても１単位）

横桁
(多径間、複数本
あっても１単位）

床板(多径間あっても１単位）

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

〔写真を部材別に整理〕

主
桁

横
桁

床
板

支
承

〔近接目視のもと、損傷を記録した写真〕
☆大阪府定期点検要領を適用する場

合は、下記の通り径間毎の部材毎
に整理

国要領（自治版）の場合
〔主桁・横桁・床板・支承部、下部構造〕

資料５

〔写真を部材別に整理〕

主
桁

横
桁

床
板

支
承

☆大阪府定期点検要領を適用する場
合は、下記の通り径間毎の部材毎に
整理

国要領（自治版）の場合
〔主桁・横桁・床板・支承部、下部構造〕 19

１．点検結果の整理



大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理

主
桁

床
板

支
承

横
桁

大阪府定期点検要領

【損傷評価】
①径間毎に部材・工種別の損傷評価点（健全度）を算出

↓
②径間毎の損傷評価点（健全度）を算出

↓
【健全性診断】
③橋梁の健全度＆健全性の診断（Ⅰ～Ⅳ）

※健全度（HI）＝１００ － Σ 損傷評価点

道路橋定期点検要領（国交省道路局 自治体向け）

【健全性診断】
①部材単位の健全性の診断

↓
②橋梁の健全性の診断（Ⅰ～Ⅳ）

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望まし
い状態。

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべ
き状態。

〔整理の流れ〕

資料５

20



大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理
＜大阪府定期点検要領 適用＞ ①径間毎に部材・工種別の損傷評価点

○まず、径間毎の部材別に損傷評価
○面的な損傷割合を反映
・(例） ほぼ良好（B) 80% 顕著(D)20%

○部材の損傷評価点は、損傷別の重みを反映する補正係数を加味
して加算し算出
・部材別損傷評価点

＝Σ（損傷別補正係数）×{（損傷点）×（損傷割合）}
○工種の損傷評価点も、部材の重要度を反映した補正係数を加味し
て加算し算出
・工種損傷評価点

＝Σ（部材別補正係数）×（部材別損傷評価点）

大阪府定期点検要領

【損傷評価】

①径間毎に部材・工種別の損傷評価点（健全度）
を算出

↓

②径間毎の損傷評価点（健全度）を算出

↓

【健全性診断】
③橋梁の健全度＆健全性の診断（Ⅰ～Ⅳ）

※健全度（HI）＝１００ － Σ 損傷評価点
（損傷評価点の上限は 100点）

②径間毎の損傷評価点（健全度）
○径間毎の損傷評価点は、工種損傷別の重みを反映する補正係数
を加味して加算（統合法）
・径間の損傷評価点

＝Σ（工種別正係数）×（工種損傷点）
・径間の健全度 100 ー 径間損傷評価点

主部材、
床板等

上部工、下
部工等

③橋梁の健全度＆健全性の診断（Ⅰ～Ⅳ）
○径間が複数の場合は、径間毎に算出された健全度の最小値
○健全度（上部工）をもとに、診断基準を当てはめ

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理
＜大阪府定期点検要領 適用＞ ～①径間毎に部材・工種別の損傷評価点（健全度）を算出～

「全体的には損傷等級がＢであるが，部分的に損傷
等級がＤの箇所がある」のような場合には，

〔Ａ；0%，Ｂ；80%，Ｃ；0%，Ｄ；20%，Ｅ；0%〕のように記
録

区
分

概念 損傷点 一般的状況 腐食の評価

A 〔良好〕 0 損傷が特に認めら
れない

B 〔ほぼ良好〕 25 損傷が小さい
錆は表面的であり，著しい板厚の減少は視認で
きない。
また，損傷箇所の面積も小さく局部的である。

C 〔軽度〕 50 損傷がある

錆は表面的であり，著しい板厚の減少は視認で
きないが，着目部分の全体的に錆が生じている
か，着目部分に拡がりのある発錆箇所が複数あ
る。

D 〔顕著〕 75 損傷が大きい
鋼材表面に著しい膨張が生じているか，または
明らかな板厚減少が視認できるが，損傷箇所の
面積は小さく局部的である。

E 〔深刻〕 100 損傷が非常に大き
い

鋼材表面に著しい膨張が生じているか，または
明らかな板厚減少が視認でき，着目部分の全体
的に錆が生じているか，着目部分に拡がりのあ
る発錆箇所が複数ある。

全体 部分的

H27 一括点検橋梁対象橋梁より

大阪府定期点検要領より 同左 損傷等級評価基準 01腐食

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理

■部材別損傷評価

上部工/主部材の損傷評価点
0.67（腐食補正係数）×{ 25(損傷点 B)×0.8(80%)＋75(損傷点 D)×0.2(20%) }

＋1.00（亀裂補正係数）×{ 0(損傷点 A)×1.0(100%)
＋・・・

＝２３．４５

上部工/主部材の健全度
１００ ー ２３．４５ ＝ ７６．５５

健全度（HI) ： １００ － Σ損傷評価点

（部材別健全度）

損傷別の補正係数
※亀裂を損傷評価点を100として補

正係数を設定

B C D E

80 0 20 0 0.67
0 0 1.00
0 0 0.05
0 0 0.17

0 1.00
0 0.17

0 0 0.23

補正係数

上部工 主部材

15 : 変形・欠損 100

100
04 : 脱落 100
05 : 破断 100
14 : 異常音・振動・たわみ 100

A

鋼
主桁(Ms)

主構(Ts)

 ｱｰﾁﾘﾌﾞ(As)

補剛桁(Gs)

横桁(Cs)

縦桁(Ss)

01 : 腐食(塗装劣化) 0
02 : 亀裂 100
03 : ゆるみ

工種 部材 材料 損傷種類 損傷等級

＜大阪府定期点検要領 適用＞ ～①径間毎に部材・工種別の損傷評価点（健全度）を算出～

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理

補正係数 損傷評価点

0.80 13.05
1.00 23.45
0.20 0.00

部位
部材別評価

損傷評価点

上
部
工

床版
33.89主部材

二次部材

上部工 損傷評価点
0.80（床板補正係数）×13.05（床板損傷評価点）

＋1.00（床板補正係数）×23.45（主部材損傷評価点）

＝３３．８９

部材の重要度を評価した重み係数をもとに算出

上部工健全度

１００ － ３３．８９＝ ６６．１１

（工種別健全度）

■工種別損傷評価

＜大阪府定期点検要領 適用＞ ～①径間毎に部材・工種別の損傷評価点（健全度）を算出～

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理

径間１ 損傷評価点
1.00（上部工補正係数）×33.89（上部工損傷評価点）

＋0.60（下部工補正係数）× 1.84（下部工損傷評価点）
＋0.40（支承部補正係数）×33.75（支承部損傷評価点）

＝４８．５０

径間別評価

損傷評価点 補正係数 損傷評価点 補正係数 損傷評価点

0.80 13.05

1.00 23.45

0.20 0.00

0.67 2.75

1.00 0.00

1.00 33.75

0.25 0.00

基礎

部材別評価

上
部
工

床版

48.50

1.00 33.89主部材

二次部材

下
部
工

支
承
部

本体
0.40 33.75

モルタル

部位
工種別評価

躯体
0.60 1.84

径間１の健全度

１００ ー ４８．５０＝ ５１．５

■径間毎健全度

工種の重みを評価した重み係数をもとに
算出

＜大阪府定期点検要領 適用＞ ～②径間毎の損傷評価点（健全度）を算出～

■径間毎の損傷評価

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理

径間が複数ある場合は、径間毎に算出された健全度の最小値を対象橋梁の健全度とする。

径間１ 径間２
損傷評価点 48.50 53.56

健全度(HI) 51.50 46.44

⇒橋梁の健全度 ４６

■健全性の診断（道路法施行規則第4条の５の２ 第2項）
健全度（上部工）をもとに診断基準Ⅰ～Ⅲにあてはめ（緊急案件はⅣ）

道路法施行規則 第四条の五の二 第2項
前号の点検を行つたときは、当該トンネル等について健全性の診断を行い、その結果を国土交通大臣が定めるところにより分類す

ること。

１．点検結果の整理
＜大阪府定期点検要領 適用＞ ～③橋梁の健全度＆健全性の診断（Ⅰ～Ⅳ）～

資料５
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道路橋定期点検要領（国交省道路局 自治体向け）

【健全性診断】
①部材単位の健全性の診断

↓

②橋梁の健全性の診断（Ⅰ～Ⅳ）

大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理
＜道路橋定期点検要領適用（国交省道路局 自治体向け）＞

「損傷度の評価」は行わず、直接、部材単
位で「健全性の診断」を実施。

上部構造：主桁、横桁、床板
下部構造
支承部
その他 ①部材単位の健全性の診断

○部材が複数ある場合は、橋全体への影響を考慮して、判定区
分に従い判定

○点検要領の判定の手引きを参考に

②橋梁の健全性の診断（Ⅰ～Ⅳ）
○一般には、構造物の性能に影響を及ぼす主要な部材に着目
して、最も厳しい健全性の診断結果で代表させることができる。

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理

H27 一括点検橋梁対象橋梁より

・部材が複数ある場合は、橋全体への影響を考慮して、判定区
分に従い判定

・点検要領の判定の手引きを参考に

（典型的な変状例に対して、判定にあたって考慮すべき事
項の例及び判定写真事例を記載）

■主桁の健全性の判定

局部的に著しい腐食 ⇒ Ⅲ

＜道路橋定期点検要領適用（国交省道路局 自治体向け）＞

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

１．点検結果の整理

「道路橋定期点検要領（国交省道路局/自治体向け） P6
道路橋毎の健全性の診断：

「一般には、構造物の性能に影響を及ぼす主要な部材に着目
して、最も厳しい健全性の診断結果で代表させることができる。」

■橋梁毎の健全性の判定

もっとも厳しい部材：主桁、支承部のⅢ ⇒ Ⅲ

区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。

Ⅱ 予防保
全段階

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全
の観点から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅲ 早期措
置段階

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
措置を講ずべき状態。

Ⅳ 緊急措
置段階

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

部材名
判定区

分

上部構造 主桁 Ⅲ

横桁 ー

床板 Ⅱ

下部構造 Ⅰ

支承部 Ⅲ

＜道路橋定期点検要領適用（国交省道路局 自治体向け）＞

部材単位の健全性の結果

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

２．点検の記録・保存（道路法施行規則第4条の５の２ 第3項）

国への提出様式の作成(大阪府点検要領、道路局自治体向け要領ともに）

当該年度に定期点検完了した橋梁すべて作成
・点検一橋につき 様式１を1セット

その１：総括表 その２：部材別損傷写真（損傷の箇所数に応じて）

橋梁の健全性
の判定結果

部材の健全性
の判定結果

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

２．点検の記録・保存（道路法施行規則第4条の５の２ 第3項）

国への提出様式の作成(大阪府版要領、自治体版要領ともに）

当
該
年
度
に
定
期
点
検
し
た
橋
梁
す
べ
て
作
成

作成した様式１は、

“道路管理者（各自治体）”から国土交通省へ提出 ※提出時期：点検翌年６月

資料５
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大阪府定期点検要領 道路橋定期点検要領
（自治体版）

保管
データ

前出の提出様式（エクセルファイル）に加え、

大阪府橋梁管理データベースとして保管可能
な形式のデータ
１）損傷評価データ、写真（径間毎、部材別
２）健全度データ（径間毎、橋梁毎）

基本は、前出の提出様式
（エクセルファイル）

大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

２．点検の記録・保存（道路法施行規則第4条の５の２ 第3項）

A:0%、B:80%、
C:0%、D:20%、
E:0%
をデータで記
録・保管

道路法施行規則 第四条の五の二 第2項
第一号の点検及び前号の診断の結果並びにトンネル等について令三十五条の二第一項第三号の措置を講じたときは、その内容を記録し、当該トンネル

等が利用されている期間中は、これを保存すること

資料５
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大阪府定期点検要領 道路橋定期点検要領
（自治体版）

損傷図等 点検にあわせて損傷図を作成（ＣＡＤデータ：ｄｗｇ形式）

※大阪府橋梁管理データベースデータとしても保管

あわせて、クラックマップを作成
⇒発注図への活用も可能

なし

補修工事費 上部工、下部工、床板、支承などの補修・補強概算工事費を算出 なし

大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

２．点検の記録・保存（道路法施行規則第4条の５の２ 第3項）

資料５
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

継続(４)
●豊能町、●茨木市、
●藤井寺市、●泉南市

新規(８)
●能勢町、●吹田市、●大阪狭山市、
●太子町、●千早赤阪村、●河内長野市、
●和泉市、●貝塚市

H28 一括点検実施市町村（予定）

●は基本（三者）協定締結済。他に調整中の市町村あり
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大阪府道路メンテナンス会議大阪府道路メンテナンス会議地域一括発注状況・来年度の予定
大阪府道路メンテナンス会議

H26
省令・告示施行

H27 H28 H29 H30 備考

法定定期点検実
施市町村数

１３市町村 今後公表 各自治体
にて予算
措置中

同上橋梁数 ４３５橋
（7.2%）

今後公表 同上 全橋梁数 ６，０７８橋

うちセンター
一括点検橋梁

０ ４市町 １２市町村
(予定）

調整中 調整中

０ ６２橋 精査中

H26.7.1 道路法省令・告示施行

点検は、
・必要な知識及び技能を有する者が行う。
・近接目視により５年に一回の頻度で行う。
・健全性の診断を行う。（Ⅰ～Ⅳ）
・内容を記録し保管

大阪府道路メンテナンス会議資料より大阪府都市整備推進センター作成

■大阪府内市町村の点検状況（大阪市、堺市除く）

５年

資料５
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